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明治 26年（1893）

明治 31 年（1898）

明治 32 年（1899）

明治 33 年（1900）

大正 8年（1919）

昭和 9年（1934）

昭和 32 年（1957）

昭和 33 年（1958）

昭和 48 年（1973）

平成 29 年（2017）

平成 30 年（2018）

豆相鉄道株式会社設立

三島駅（現御殿場線下土狩駅）～
南條駅（現伊豆長岡駅）開通

南條駅（現伊豆長岡駅）～大仁駅開通

北條駅（現韮山駅）設置

駅の名称変更①南條駅→伊豆長岡駅
　　　　　　②北條駅→韮山駅

 丹那トンネル開通に伴い、起点を旧
三島駅（現御殿場線下土狩駅）から現
三島駅に移転、現在の駿豆線となる

社名を「伊豆箱根鉄道株式会社」に変更

狩野川台風で甚大な被害を受ける
（11日後に全線復旧）

日本初のシルバーシート導入

創立 100 周年記念セレモニー開催

鉄道開通から 120 周年

　

三
島
〜
修
善
寺
間
を
結
び
、
私
た
ち
地
域

住
民
の
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
「
地
域
の

足
」
と
し
て
、
日
々
運
行
す
る
伊
豆
箱
根
鉄

道
駿
豆
線（
通
称
「
い
ず
っ
ぱ
こ
」）。
そ
の

い
ず
っ
ぱ
こ
が
、平
成
30
年（
２
０
１
８
）で
、

前
身
と
な
る
豆
相
鉄
道
開
業
か
ら
数
え
て
、

１
２
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

い
ず
っ
ぱ
こ
は
、
県
内
初
の
私
鉄
「
豆
相

鉄
道
」
と
し
て
、
明
治
31
年（
１
８
９
８
）

に
開
業
し
ま
し
た
。
開
業
当
時
、
駅
は
三
島

町
駅（
現
：
三
島
田
町
駅
）、大
場
駅
、原
木
駅
、

南
條
駅（
現
：
伊
豆
長
岡
駅
）の
４
駅
の
み
。

現
在
の
形
と
な
っ
た
の
は
、
開
業
か
ら
36
年

後
、昭
和
９
年（
１
９
３
４
）の
こ
と
で
し
た
。

　

１
２
０
年
も
の
間
、
地
域
住
民
と
と
も
に

あ
り
続
け
た
い
ず
っ
ぱ
こ
。
現
在
も
変
わ
ら

ず
、
通
勤
・
通
学
す
る
地
域
住
民
や
、
沿
線

沿
い
の
観
光
地
を
訪
れ
る
観
光
客
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
日
々
利
用
す
る
い
ず
っ

ぱ
こ
。

　

今
回
は
１
２
０
周
年
を
記
念
し
、
い
ず
っ

ぱ
こ
の
変
遷
に
迫
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

※ 

田
方
広
報
研
究
会
は
、
伊
豆
市
、
伊
豆
の

国
市
、
函
南
町
、
Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
、
伊
豆

保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
の
各
広
報
担
当
で
構

成
さ
れ
て
い
る
田
方
地
域
の
広
報
研
究
会

で
す
。

※ 

古
い
写
真
の
一
部
は
、
伊
豆
箱
根
鉄
道

（
株
）
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
す
。

三
島
市
・
田
方
広
報
研
究
会
共
同
編
集

いずっぱこ 軌跡の

伊豆長岡駅

伊豆仁田駅 大場駅 修善寺駅
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平成 30年（2018） 平成 30 年（2018） 大正 7年（1918）

明治 31 年（1898）平成 30 年（2018） 昭和 38 年（1963）

平成 30 年（2018） 昭和 2～ 3年（1927 ～ 1928）

平成 30 年（2018） 昭和 45 ～ 55 年（1970 ～ 1980）

平成 30 年（2018） 昭和 58 年（1983）

平成 30 年（2018） 大正 2年（1913）頃

いずっぱことともに
歩んできました

御菓子司　つず美湯元園
店主　安

あ ん

藤
ど う

輝
て る

永
の り

・みゆき夫妻
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韮
山
高
校
写
真
報
道
部
で
は
、
韮
高
生

２
３
３
人
を
対
象
と
し
た
駿
豆
線
利
用
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
そ
の
結
果

を
も
と
に
、
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○ 

利
便
性
の
向
上
を
実
感

　

 

３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
17
時
〜
22
時

の
電
車
が
15
分
お
き
に
な
り
、
わ
か

り
や
す
く
な
っ
た
。
夜
の
本
数
も
増

え
て
、帰
宅
時
に
助
か
っ
て
い
る
よ
。

　

 

観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
に
も
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
を
導
入
し
て
利
便
性
を
高
め

る
べ
き
だ
と
思
う
な
。

　

そ
だ
ね
ー
。

　

 

で
も
、エ
リ
ア
を
ま
た
い
で
の
利
用
が

で
き
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
よ
ね
。

　

 

停
電
時
の
対
応
が
早
く
、す
ぐ
に
復
旧

し
た
の
を
覚
え
て
い
る
よ
。年
に
数
回

行
っ
て
い
る
避
難
訓
練
の
成
果
が
出

て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
。

○ 

駿
豆
線
の
良
さ
は
？

　

 

あ
ま
り
速
く
な
い
か
ら
、田
園
風
景
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
か
な
。

韮
高
生
に
聞
く
！
　

い
ず
っ
ぱ
こ
の
そ
こ
ん
と
こ

座
談
会

県
立
韮
山
高
等
学
校　

写
真
報
道
部

　

確
か
に
そ
う
だ
ね
。

　

 

旅
と
い
う
目
線
か
ら
見
る
と
素
晴

ら
し
い
鉄
道
だ
と
思
う
な
。

　

 

三
島
方
面
か
ら
通
学
し
て
い
る
人

は
、
一
度
修
善
寺
ま
で
乗
っ
て
み
る

と
違
っ
た
良
さ
を
見
つ
け
ら
れ
る

と
思
う
よ
。

　

 

運
休
し
な
い
、
安
定
性
の
あ
る
駿
豆

線
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
必
要
不
可

欠
だ
ね
。

　

 

皆
さ
ん
に
と
っ
て
愛
す
べ
き
「
い

ず
っ
ぱ
こ
」
で
す
ね
。
今
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※ 

韮
高
新
聞（
平
成
30
年
９
月
30
日
発
行
）

か
ら
抜
粋

韮山高校写真報道部の皆さん

　

こ
の
夏
、
私
た
ち
新
聞
部
は
、
伊
豆
箱
根

鉄
道
、
通
称
「
い
ず
っ
ぱ
こ
」
の
各
駅
に
下

車
し
、
駅
周
辺
の
ス
ポ
ッ
ト
に
出
か
け
る
旅

を
し
た
。「
い
ず
っ
ぱ
こ
」
は
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
へ
運
ん
で
く
れ
た
。

　

大
仁
駅
を
出
る
と
、
目
の
前
に
足
湯
が
あ

る
。
試
し
に
浸
か
っ
て
み
る
と
、
横
に
立
つ

看
板
に
「
長
嶋
茂
雄
ロ
ー
ド
」
と
書
か
れ
て

い
る
。
元
読
売
巨
人
軍
の
長
嶋
茂
雄
さ
ん

は
、
現
役
時
代
の
昭
和
42
年
か
ら
昭
和
48
年

ま
で
、
旧
大
仁
町
で
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
て
い
た
。
こ
の
事
実
を
現
在
、
何
人
の

若
者
が
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
私
た
ち
は
、

看
板
を
頼
り
に
周
辺
を
歩
い
た
。「
い
ず
っ

ぱ
こ
」
は
い
つ
も
、
こ
ん
な
風
に
、
思
い
が

け
な
い
場
所
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
。

　

伊
豆
箱
根
鉄
道
の
前
身
と
な
る
豆
相
鉄
道

「
大
還
暦
列
車
」
　

未
来
へ
運
ぶ

日
本
大
学
三
島
高
等
学
校　

新
聞
部

が
１
２
０
周
年
を
迎
え
、こ
れ
ま
で「
い
ず
っ

ぱ
こ
」
は
変
わ
り
ゆ
く
沿
線
地
域
の
景
色
を

車
窓
越
し
に
語
り
続
け
て
き
た
。
し
か
し
、

私
た
ち
高
校
生
は
、
そ
の
20
年
に
も
満
た
な

い
歴
史
し
か
知
ら
な
い
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
通
学
や
日
常
の
足

と
し
て
「
い
ず
っ
ぱ
こ
」
を
利
用
す
る
学
生

の
数
は
減
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
人
々
の
足

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
歴
史
を
連
結
し
、
過

去
を
今
に
、今
を
未
来
へ
と
運
ん
で
く
れ
る
、

地
域
の
『
大
還
暦
列
車
』
と
し
て
こ
れ
か
ら

も
走
り
続
け
て
ほ
し
い
。

日大三島高校新聞部の皆さん

看板を頼りに周辺を歩く
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一
年
に
一
度
行
わ
れ
る
伊
豆
箱
根
鉄

道
グ
ル
ー
プ
の
感
謝
イ
ベ
ン
ト
。

　

入
場
無
料
で
、家
族
で
楽
し
め
ま
す
。

と
き
／
11
月
23
日（
金
・
祝
）

　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時

と
こ
ろ
／ 

伊
豆
箱
根
鉄
道（
株
）
本
社

構
内
（
三
島
市
大
場
）

内
容
／ 

鉄
道
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
車
両

の
展
示
、
ミ
ニ
電
車
運
行
、
電

車
・
バ
ス
の
洗
車
体
験
、
移
動

水
族
館
、
鉄
道
グ
ッ
ズ
な
ど
の

販
売
、
出
店

そ
の
他
／ 

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
伊

豆
箱
根
鉄
道
駿
豆
線（
い

ず
っ
ぱ
こ
）を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問 

伊
豆
箱
根
鉄
道（
株
）総
務
課

　

 （
平
日
９
時
〜
17
時
）

☎ 

０
５
５（
９
７
７
）１
２
０
１

い
ず
は
こ
ね

ふ
れ
あ
い
フ
ḑ
ス
タ

２
０
１
８

　

こ
の
た
び
は
、
三
島
市
・
函
南
町
・
伊
豆
の
国
市
・
伊
豆
市
の
広
報
紙
に

当
社
駿
豆
線
を
特
集
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
社
は
、
大
正
６
年
（１
９
１
７
）
11
月
５
日
、
駿
豆
線
と
、
か
つ
て
沼
津

駅
と
三
島
広
小
路
駅
を
結
ん
で
い
た
軌
道
線
、
こ
の
２
つ
の
鉄
道
線
の
事
業

を
富
士
水
電
株
式
会
社
か
ら
譲
渡
さ
れ
、
事
業
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
、
昨
年
に
は
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

本
年
は
、
駿
豆
線
が
開
業
１
２
０
周
年
を
迎
え
る
と
い
う
節
目
の
年
と
も
な

り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
、
ご
愛
顧
い
た
だ
き
ま
し
た
す
べ
て
の
皆
様
に
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
１
０
０
年
の
間
に
は
、
点
と
点
を
結
ぶ
鉄
道
か
ら
、

さ
ら
に
そ
の
先
を
つ
な
い
で
い
く
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
公
共
交
通
事
業
な
ど
に
事

業
を
拡
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
間
に
は
、
昭
和
33
年
（１
９
５
８
）
に
狩
野
川
台
風
の
災

害
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
苦
し
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
た
び
に
地
域
の

皆
様
や
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
の
深
い
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
今
日
歩

ん
で
い
る
も
の
と
、
あ
ら
た
め
て
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
社
員
一
同
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
地
域
の
皆
様
と

一
緒
に
歩
み
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
何
よ
り
安
全
安
心
を
第
一
に
、
こ
れ
か
ら
も

皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
存
在
で
あ
り
続
け

よ
う
と
、
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

特
集
記
事
掲
載
に
寄
せ
て

伊
豆
箱
根
鉄
道
株
式
会
社　
　

代
表
取
締
役
社
長　

伍
堂
文
康


